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(57)【要約】
　本開示は、ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセー
ジを動的に構成するための方法および装置を提示する。
たとえば、方法は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)
における測定結果」情報要素(IE)がセル更新メッセージ
から除外された後、UEにおけるセル更新メッセージのサ
イズがしきい値を上回ると判断するステップを含み得る
。さらに、そのような例示的な方法は、セル更新メッセ
ージのサイズがしきい値以下になるまで、セル更新メッ
セージから1つまたは複数のIEを除去するステップを含
み得る。したがって、UEにおけるセル更新メッセージの
動的な構成が達成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセージを動的に構成するための方法であって、
　「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)が前記セル更新メ
ッセージから除外された後、前記UEにおける前記セル更新メッセージのサイズがしきい値
を上回ると判断するステップと、
　前記セル更新メッセージの前記サイズが前記しきい値以下になるまで、前記セル更新メ
ッセージから1つまたは複数のIEを除去するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記セル更新メッセージから除去される前記1つまたは複数のIEが、「URA_PCHおよびCE
LL_PCHにおける2つのDRX方式のためのサポート」IE、「CELL_FACHにおける高速物理ダウ
ンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)」IE、「高速ダウンリンク共有チャネル(HS-DSCH)DRX動
作のサポート」IE、「共通拡張アップリンク専用チャネル(E-DCH)のサポート」IE、「媒
体アクセス制御(MAC)-i/isのサポート」IE、「半永続的スケジューリング(SPS)動作のサ
ポート」IE、「制御チャネル間欠受信(DRX)動作のサポート」IE、「CELL_FACHにおけるHS
-PDSCH」IE、非アクティブ領域のための「START値」IE、および「確立原因」IEを含むリ
ストから選択される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のためのサポート」IEを、前記セ
ル更新メッセージから除去するステップ
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、回線交換(CS)呼により開始され
るかどうかを識別するステップと、
　前記識別するステップに応答して、前記「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、前記「HS-
DSCH DRX動作のサポート」IE、前記「共通E-DCHのサポート」IE、前記「MAC-i/isのサポ
ート」IE、前記「SPS動作のサポート」IE、および前記「制御チャネルDRX動作のサポート
」IEを、前記セル更新メッセージから除去するステップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、パケット交換(PS)呼のために開
始されるかどうかを識別するステップと、
　前記セル更新メッセージが前記PS呼のために開始されると識別する前記ステップに応答
して、前記セル更新メッセージがそれにおいて送られるネットワークが、CELL_FACHモー
ドにおいてHS-DSCHをサポートするかどうかを判断するステップと、
　前記ネットワークがCELL_FACHモードにおいてHS-DSCHをサポートしないと判断する前記
ステップに応答して、前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記「共通E-DCHのサポー
ト」IE、前記「MAC-i/isのサポート」IE、前記「SPS動作のサポート」IE、および前記「
制御チャネルDRX動作のサポート」IEを、前記セル更新メッセージから除去するステップ
と
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　前記セル更新メッセージをトリガする前記セル更新手順が、パケット交換(PS)呼のため
に開始されるかどうかを識別するステップと、
　前記セル更新メッセージが前記PS呼のために開始されると識別する前記ステップに応答
して、前記セル更新メッセージがそれにおいて送られる前記ネットワークが、CELL_FACH
モードにおいて拡張アップリンクをサポートするかどうかを判断するステップと、
　前記ネットワークがCELL_FACHモードにおいて拡張アップリンクをサポートしないと判
断する前記ステップに応答して、前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記「共通E-D
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CHのサポート」IE、前記「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、前記「MAC-i/isのサポート
」IE、前記「SPS動作のサポート」IE、および前記「制御チャネルDRX動作のサポート」IE
を、前記セル更新メッセージから除去するステップと
をさらに含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　パケット交換(PS)領域が非アクティブであるか、回線交換(CS)領域が非アクティブであ
るかを識別するステップと、
　非アクティブとして識別された前記領域のための前記「START値」IEを除去するステッ
プと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項８】
　前記「確立原因」IEが前記セル更新メッセージ中に含まれるとき、前記「確立原因」IE
を前記セル更新メッセージから除去するステップ
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項９】
　前記UEをアイドルモードに移行させるステップ
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１０】
　前記しきい値が21バイトに構成される、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセージを動的に構成するための装置であって、
　「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)が前記セル更新メ
ッセージから除外された後、前記UEにおける前記セル更新メッセージのサイズがしきい値
を上回ると判断するための手段と、
　前記セル更新メッセージの前記サイズが前記しきい値以下になるまで、前記セル更新メ
ッセージから1つまたは複数のIEを除去するための手段と
を備える装置。
【請求項１２】
　前記除去するための手段が、前記セル更新メッセージから除去されるべき1つまたは複
数のIEを、「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のためのサポート」IE、「CEL
L_FACHにおける高速物理ダウンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)」IE、「高速ダウンリンク
共有チャネル(HS-DSCH)DRX動作のサポート」IE、「共通拡張アップリンク専用チャネル(E
-DCH)のサポート」IE、「媒体アクセス制御(MAC)-i/isのサポート」IE、「半永続的スケ
ジューリング(SPS)動作のサポート」IE、「制御チャネル間欠受信(DRX)動作のサポート」
IE、「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、非アクティブ領域のための「START値」IE、およ
び「確立原因」IEを含むリストから選択するようにさらに構成される、請求項11に記載の
装置。
【請求項１３】
　前記除去するための手段が、
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、回線交換(CS)呼により開始され
るかどうかを識別すること、ならびに
　前記「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記
「共通E-DCHのサポート」IE、前記「MAC-i/isのサポート」IE、前記「SPS動作のサポート
」IE、および前記「制御チャネルDRX動作のサポート」IEを、前記セル更新メッセージか
ら除去すること
を行うようにさらに構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１４】
　前記除去するための手段が、
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、パケット交換(PS)呼のために開
始されるかどうかを識別すること、
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　前記セル更新メッセージがそれにおいて送られるネットワークが、CELL_FACHモードに
おいてHS-DSCHをサポートするかどうかを判断すること、ならびに
　前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記「共通E-DCHのサポート」IE、前記「MAC-
i/isのサポート」IE、前記「SPS動作のサポート」IE、および前記「制御チャネルDRX動作
のサポート」IEを、前記セル更新メッセージから除去すること
を行うようにさらに構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１５】
　前記除去するための手段が、
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、パケット交換(PS)呼のために開
始されるかどうかを識別すること、
　前記セル更新メッセージがそれにおいて送られるネットワークが、CELL_FACHモードに
おいて拡張アップリンクをサポートするかどうかを判断すること、ならびに
　前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記「共通E-DCHのサポート」IE、前記「CELL
_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、前記「MAC-i/isのサポート」IE、前記「SPS動作のサポート
」IE、および前記「制御チャネルDRX動作のサポート」IEを、前記セル更新メッセージか
ら除去すること
を行うようにさらに構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１６】
　ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセージを動的に構成するためのコンピュータプロ
グラムであって、、
　「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)が前記セル更新メ
ッセージから除外された後、前記UEにおける前記セル更新メッセージのサイズがしきい値
を上回ると判断すること、および
　前記セル更新メッセージの前記サイズが前記しきい値以下になるまで、前記セル更新メ
ッセージから1つまたは複数のIEを除去すること
を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記除去するためのコードが、「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のため
のサポート」IE、「CELL_FACHにおける高速物理ダウンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)」I
E、「高速ダウンリンク共有チャネル(HS-DSCH)DRX動作のサポート」IE、「共通拡張アッ
プリンク専用チャネル(E-DCH)のサポート」IE、「媒体アクセス制御(MAC)-i/isのサポー
ト」IE、「半永続的スケジューリング(SPS)動作のサポート」IE、「制御チャネル間欠受
信(DRX)動作のサポート」IE、「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、非アクティブ領域のた
めの「START値」IE、および「確立原因」IEを含むリストから、IEを選択するためのコー
ドをさらに備える、請求項16に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記除去するためのコードが、
　パケット交換(PS)領域が非アクティブであるか、回線交換(CS)領域が非アクティブであ
るかを識別すること、および
　非アクティブとして識別された前記領域のための前記「START値」IEを除去すること
を行うためのコードをさらに備える、請求項17に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記除去するためのコードが、前記「確立原因」IEが前記セル更新メッセージ中に含ま
れるとき、前記「確立原因」IEを前記セル更新メッセージから除去するためのコードをさ
らに備える、請求項17に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記しきい値が21バイトに構成される、請求項16に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセージを動的に構成するための装置であって、
　「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)が前記セル更新メ
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ッセージから除外された後、前記UEにおける前記セル更新メッセージのサイズがしきい値
を上回ると判断するように構成された、セル更新メッセージサイズ判断構成要素と、
　前記セル更新メッセージの前記サイズが前記しきい値以下になるまで、前記セル更新メ
ッセージから1つまたは複数の追加のIEを除去するように構成された、情報要素(IE)除去
構成要素と
を備える装置。
【請求項２２】
　前記IE除去構成要素が、前記セル更新メッセージから除去される前記1つまたは複数の
追加のIEを、「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のためのサポート」IE、「C
ELL_FACHにおける高速物理ダウンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)」IE、「高速ダウンリン
ク共有チャネル(HS-DSCH)DRX動作のサポート」IE、「共通拡張アップリンク専用チャネル
(E-DCH)のサポート」IE、「媒体アクセス制御(MAC)-i/isのサポート」IE、「半永続的ス
ケジューリング(SPS)動作のサポート」IE、「制御チャネル間欠受信(DRX)動作のサポート
」IE、「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、非アクティブ領域のための「START値」IE、お
よび「確立原因」IEを含むリストから選択するようにさらに構成される、請求項21に記載
の装置。
【請求項２３】
　前記IE除去構成要素が、前記「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のための
サポート」IEを、前記セル更新メッセージから除去するようにさらに構成される、請求項
22に記載の装置。
【請求項２４】
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、回線交換(CS)呼により開始され
るかどうかを識別するように構成された、呼タイプ判断構成要素と、
　前記「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記
「共通E-DCHのサポート」IE、前記「MAC-i/isのサポート」IE、前記「SPS動作のサポート
」IE、および前記「制御チャネルDRX動作のサポート」IEを、前記セル更新メッセージか
ら除去するようにさらに構成された、前記IE除去構成要素と
をさらに備える、請求項22に記載の装置。
【請求項２５】
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、パケット交換(PS)呼のために開
始されるかどうかを識別するように構成された、呼タイプ判断構成要素と、
　前記セル更新メッセージがそれにおいて送られるネットワークが、CELL_FACHモードに
おいてHS-DSCHをサポートするかどうかを判断するようにさらに構成された、前記呼タイ
プ判断構成要素と、
　前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記「共通E-DCHのサポート」IE、前記「MAC-
i/isのサポート」IE、前記「SPS動作のサポート」IE、および前記「制御チャネルDRX動作
のサポート」IEを、前記セル更新メッセージから除去するようにさらに構成された、前記
IE除去構成要素と
をさらに備える、請求項22に記載の装置。
【請求項２６】
　前記セル更新メッセージをトリガするセル更新手順が、パケット交換(PS)呼のために開
始されるかどうかを識別するように構成された、呼タイプ判断構成要素と、
　前記セル更新メッセージがそれにおいて送られるネットワークが、CELL_FACHモードに
おいて拡張アップリンクをサポートするかどうかを判断するようにさらに構成された、前
記呼タイプ判断構成要素と、
　前記「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、前記「共通E-DCHのサポート」IE、前記「CELL
_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、前記「MAC-i/isのサポート」IE、前記「SPS動作のサポート
」IE、および前記「制御チャネルDRX動作のサポート」IEを、前記セル更新メッセージか
ら除去するようにさらに構成された、前記IE除去構成要素と
をさらに備える、請求項25に記載の装置。
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【請求項２７】
　パケット交換(PS)領域が非アクティブであるか、回線交換(CS)領域が非アクティブであ
るかを識別するように構成された、領域ステータス判断構成要素と、
　非アクティブとして識別された前記領域のための前記「START値」IEを除去するように
さらに構成された、前記IE除去構成要素と
をさらに備える、請求項22に記載の装置。
【請求項２８】
　前記IE除去構成要素が、
　前記「確立原因」IEが前記セル更新メッセージ中に含まれるとき、前記「確立原因」IE
を前記セル更新メッセージから除去することを行うようにさらに構成される、請求項22に
記載の装置。
【請求項２９】
　前記UEをアイドルモードに移行させるように構成された、セル更新メッセージ構成マネ
ージャ
をさらに備える、請求項22に記載の装置。
【請求項３０】
　前記しきい値が21バイトに構成される、請求項21に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第119条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、2012年7月20日に出願された「Dynamically build Cell Update message based on the 
network capability and call type」と題する米国特許仮出願第61/673,875号の優先権を
主張する。
【０００２】
　本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、セル更新メ
ッセージの構成に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電話、ビデオ、データ、メッセージング、放送などの様々な通信サービスを提供するた
めに、ワイヤレス通信ネットワークが広範囲に展開されている。そのようなネットワーク
は、たいていは多元接続ネットワークであり、利用可能なネットワークリソースを共有す
ることによって、複数のユーザ向けの通信をサポートする。そのようなネットワークの一
例は、UMTS Terrestrial Radio Access Network(UTRAN)である。UTRANは、第3世代パート
ナーシッププロジェクト(3GPP)によってサポートされる第3世代(3G)携帯電話技術である
、ユニバーサルモバイル通信システム(UMTS)の一部として定義される無線アクセスネット
ワーク(RAN)である。UMTSは、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))技術の
後継であり、広帯域符号分割多元接続(W-CDMA(登録商標))、時分割符号分割多元接続(TD-
CDMA)、および時分割同期符号分割多元接続(TD-SCDMA)などの様々なエアインターフェー
ス規格を現在サポートしている。UMTSは、関連するUMTSネットワークのデータ転送の速度
および容量を向上させる高速パケットアクセス(HSPA)のような拡張3Gデータ通信プロトコ
ルもサポートする。
【０００４】
　UMTSネットワークでは、ユーザ機器(UE)は、セル更新メッセージにおいて、UEの能力を
基地局および/またはネットワークに示す。レガシーネットワーク、たとえば、3GPPプレ
リリース8規格に基づくネットワークでは、セル更新メッセージのサイズは、一般にネッ
トワークによって、たとえば、21バイトに構成される。
【０００５】
　3GPPリリース8(またはそれ以降)をサポートすることができるUEでは、UEは、追加の機
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能をサポートし、セル更新メッセージにおいてこれらの新しい能力をネットワークに示す
ことができる。しかしながら、UEからのセル更新メッセージのサイズが、ネットワークに
よって構成されたサイズを越えることがあり、セル更新手順の失敗になり得る。この問題
に対処するための1つの手法は、セル更新メッセージから「RACHにおける測定結果(Measur
ed Results on RACH)」情報要素(IE)を除去することによって、セル更新メッセージのサ
イズを低減することである。ただし、セル更新メッセージのサイズは、セル更新メッセー
ジから「RACHにおける測定結果」IEが除去された後でもなお、ネットワークによって構成
されたサイズを越えることがある。
【０００６】
　したがって、UEおよび/またはネットワークの性能に悪影響を及ぼすことなしに、ネッ
トワークによって許容されるサイズ内であるセル更新メッセージを動的に構成するための
方法および装置が必要である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以下で、1つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではなく、
すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべての態様
の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導入と
して、1つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００８】
　本開示は、ワイヤレス通信のための例示的な方法および装置を提示する。たとえば、本
開示は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)がセル更新
メッセージから除外された後、ユーザ機器(UE)におけるセル更新メッセージのサイズがし
きい値を上回ると判断するステップと、セル更新メッセージのサイズがしきい値以下にな
るまで、セル更新メッセージから1つまたは複数のIEを除去するステップとを含む、UEに
おいてセル更新メッセージを動的に構成するための例示的な方法を提示する。
【０００９】
　追加の態様では、本開示は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情
報要素(IE)がセル更新メッセージから除外された後、ユーザ機器(UE)におけるセル更新メ
ッセージのサイズがしきい値を上回ると判断するための手段と、セル更新メッセージのサ
イズがしきい値以下になるまで、セル更新メッセージから1つまたは複数のIEを除去する
ための手段とを含み得る、UEにおいてセル更新メッセージを動的に構成するための例示的
な装置を提示する。
【００１０】
　その上、本開示は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(I
E)がセル更新メッセージから除外された後、ユーザ機器(UE)におけるセル更新メッセージ
のサイズがしきい値を上回ると判断すること、および、セル更新メッセージのサイズがし
きい値以下になるまで、セル更新メッセージから1つまたは複数のIEを除去することを行
うためのコードを含む、コンピュータ可読記録媒体を含み得る、UEにおいてセル更新メッ
セージを動的に構成するための例示的なコンピュータプログラム製品を提示する。
【００１１】
　さらなる態様では、本開示は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」
情報要素(IE)がセル更新メッセージから除外された後、ユーザ機器(UE)におけるセル更新
メッセージのサイズがしきい値を上回ると判断するように構成された、セル更新メッセー
ジサイズ判断構成要素と、セル更新メッセージのサイズがしきい値以下になるまで、セル
更新メッセージから1つまたは複数の追加のIEを除去するように構成された、情報要素(IE
)除去構成要素とを含み得る、UEにおいてセル更新メッセージを動的に構成するための装
置を提示する。
【００１２】
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　上記のおよび関連の目的の達成のために、1つまたは複数の態様は、以下で十分に説明
し、特許請求の範囲で具体的に指摘する特徴を含む。以下の説明および添付の図面は、1
つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に説明する。しかしながら、これら
の特徴は、様々な態様の原理が使用され得る様々な方法のうちのいくつかを示すものにす
ぎず、この説明は、そのようなすべての態様およびそれらの等価物を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の態様の例示的なワイヤレスシステムを示すブロック図である。
【図２】本開示の態様における例示的なセル更新メッセージ構成マネージャを示すブロッ
ク図である。
【図３】本開示の態様による、セル更新メッセージを動的に構成するための方法の態様を
示すフロー図である。
【図４】本開示によって企図されるような電気的構成要素の論理グルーピングの態様を示
す構成要素図である。
【図５】本開示によるコンピュータデバイスの態様を示すブロック図である。
【図６】処理システムを使用する装置のハードウェア実装形態の一例を示すブロック図で
ある。
【図７】電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図である。
【図８】アクセスネットワークの一例を示す概念図である。
【図９】ユーザおよび制御プレーンの無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す概念図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　添付の図面に関する下記の詳細な説明は、様々な構成の説明として意図されており、本
明細書で説明される概念が実行され得る唯一の構成を表すことは意図されていない。詳細
な説明は、様々な概念の徹底的な理解を提供する目的のための具体的な詳細を含む。しか
しながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実行され得ることが、当業者には
明らかであろう。場合によっては、そのような概念を曖昧にするのを回避する目的で、周
知の構造および構成要素がブロック図の形式で示されている。
【００１５】
　本開示は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)がセル
更新メッセージから除外された後、ユーザ機器におけるセル更新メッセージのサイズがし
きい値を上回ると判断すること、および、セル更新メッセージのサイズがしきい値以下に
なるまで、セル更新メッセージから1つまたは複数のIEを除去することによって、UEにお
いてセル更新メッセージを動的に構成するための方法および装置を提供する。
【００１６】
　図1を参照すると、セル更新メッセージを動的に構成することを支援する、ワイヤレス
通信システム100が示される。システム100は、1つまたは複数のマクロセルおよび/または
フェムトセルネットワークエンティティを含み得る、1つまたは複数のネットワークエン
ティティ110と、1つまたは複数のオーバージエアリンク112および/または114を介して通
信することができる、ユーザ機器(UE)102を含む。さらに、1つまたは複数のネットワーク
エンティティ110は、それぞれマクロセルまたはフェムトセルに関連付けられてもよく、
その各々が、UE102からセル更新メッセージ108を受信するための候補であり得る。
【００１７】
　一態様では、UE102は、リンク114を介してネットワークエンティティ110へ1つまたは複
数のメッセージを送信し、かつ/または、リンク112を介してネットワークエンティティ11
0から1つまたは複数のメッセージを受信するように構成され得る。一態様では、UE102か
らネットワークエンティティ110へ送信されるメッセージには、限定はしないが、セル更
新メッセージ108、測定リポート、データパケット、シグナリングメッセージ、セル発見
インジケータ、セルランキング情報、ハンドオーバターゲットセル選択などが含まれ得る
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。
【００１８】
　一態様では、UE102は、UE102においてセル更新メッセージ108を動的に構成するために
、セル更新メッセージ構成マネージャ104を含み得る。一態様では、たとえば、UE102は、
セル更新メッセージのサイズが、ネットワークエンティティ110によって構成されたしき
い値以下になるまで、セル更新メッセージ108から、1つまたは複数のIE、たとえば、追加
の情報要素112を除去または除外するために、情報要素(IE)除去構成要素106を含むように
構成され得る。
【００１９】
　追加または任意の態様では、IE除去構成要素106は、「ランダムアクセスチャネル(RACH
)における測定結果」情報要素(IE)110がセル更新メッセージから除外された後、UEにおけ
るセル更新メッセージのサイズがしきい値を上回るとき、セル更新メッセージから1つま
たは複数の追加のIE112を除去するように構成され得る。追加の態様では、しきい値は、
ネットワークエンティティ110のオペレータによって構成され得る。たとえば、ネットワ
ークエンティティ110のオペレータは、しきい値サイズを21バイトに構成し得る。
【００２０】
　追加の態様では、UE102は、モバイル装置であってもよく、また、当業者によって、移
動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユ
ニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデ
バイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端
末、ハンドセット、端末、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアントと
呼ばれるか、または他の何らかの適切な用語で呼ばれることもある。
【００２１】
　加えて、システム100のネットワークエンティティ110は、基地局(BS)またはノードB、e
ノードB、マクロ基地局、小型基地局、たとえば、マクロセル、フェムトセル、またはピ
コセル、リレー、ピアツーピアデバイス、認証、許可およびアカウンティング(AAA)サー
バ、モバイル交換センター(MSC)、無線ネットワークコントローラ(RNC)などを含む、アク
セスポイントなど、任意のタイプのネットワーク構成要素のうちの1つまたは複数を含み
得る。
【００２２】
　図2は、たとえば、セル更新メッセージ構成マネージャ104のより詳細な態様を示し、セ
ル更新メッセージ構成マネージャ104は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測
定結果」情報要素(IE)110がセル更新メッセージ108から除外された後、UEにおけるセル更
新メッセージのサイズがしきい値を上回ると判断することによって、および、セル更新メ
ッセージのサイズがしきい値以下になるまで、セル更新メッセージ108から1つまたは複数
の追加のIE112を除去することによって、UE102においてセル更新メッセージ108を動的に
構成するように構成され得る。例示的な態様では、セル更新メッセージ構成マネージャ10
4は、セル更新メッセージサイズ判断構成要素202と、情報要素(IE)除去構成要素106と、
呼タイプ判断構成要素206と、領域ステータス判断構成要素208と、確立原因判断構成要素
210とを含むように構成され得る。
【００２３】
　一態様では、セル更新メッセージサイズ判断構成要素202は、セル更新メッセージ108の
サイズを判断し、判断されたサイズをしきい値と比較するように構成され得る。たとえば
、セル更新メッセージサイズ判断構成要素202は、セル更新メッセージをネットワークエ
ンティティ110へ送るより前に、セル更新メッセージのサイズを計算することができる。
セル更新メッセージのサイズが、ネットワークエンティティ110によって構成/認識された
サイズよりも大きい場合、ネットワークエンティティ110は、UE102からのセル更新メッセ
ージを受信および/または処理しないことがあり、セル更新手順の失敗となり、UE102およ
び/またはネットワークエンティティ110の性能に影響を及ぼすことがある。
【００２４】
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　追加または任意の態様では、セル更新メッセージのサイズがしきい値を上回る場合、情
報要素(IE)除去構成要素106は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」
情報要素(IE)110がセル更新メッセージ108から除去されるかどうかを確認する。そうでな
い場合、情報要素(IE)除去構成要素106は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における
測定結果」IE110をセル更新メッセージから除去し、セル更新メッセージをネットワーク
エンティティ110へ送るより前に、セル更新メッセージのサイズが、セル更新メッセージ
サイズ判断構成要素202によって再度測定される。そうである場合、または、セル更新メ
ッセージが、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)110の
除去後、しきい値を超えるように測定される場合、IE除去構成要素106は、セル更新メッ
セージ108のサイズがしきい値以下になるまで、1つまたは複数の追加のIE112を除去する
ように構成される。
【００２５】
　例示的な態様では、IE除去構成要素106は、セル更新メッセージから除去されるべき1つ
または複数の追加のIE112を、「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のためのサ
ポート(Support for Two DRX schemes in URA_PCH and CELL_PCH)」IE、「CELL_FACHにお
ける高速物理ダウンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)(High-Speed Physical Downlink Shar
ed Channel (HS-PDSCH) in CELL_FACH)」IE、「高速ダウンリンク共有チャネル(HS-DSCH)
DRX動作のサポート(Support of High Speed Downlink Shared Channel (HS-DSCH) DRX op
eration)」IE、「共通拡張アップリンク専用チャネル(E-DCH)のサポート(Support of com
mon Enhanced uplink Dedicated Channel (E-DCH))」IE、「媒体アクセス制御(MAC)-i/is
のサポート(Support of Media Access Control (MAC)-i/is)」IE、「半永続的スケジュー
リング(SPS)動作のサポート(Support of Semi-Persistent scheduling (SPS) operation)
」IE、「制御チャネル間欠受信(DRX)動作のサポート(Support of Control Channel disco
ntinuous reception (DRX) operation)」IE、「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH(HS-PDSCH in
 CELL_FACH)」IE、非アクティブ領域のための「START値(START value)」IE、および「確
立原因(establishment cause)」IEのうちの1つまたは複数を含むリストから選択するよう
に構成され得る。任意の態様では、上記の追加のIE112についての詳細な説明は、3GPP規
格において見つけることができる。任意の態様では、IE除去構成要素106は、1つまたは複
数の追加のIE112を、ある順序で、または、1つまたは複数の追加のIE112の各々に関連付
けられた相対優先度に基づいて除去するように構成されてもよく、この順序または優先度
は、オペレータによって定義され、かつ/または所与のネットワーク構成に基づいて決定
され得る。
【００２６】
　したがって、一態様では、セル更新メッセージサイズ判断構成要素202は、「RACHにお
ける測定結果」IE110がセル更新メッセージから除去された後、セル更新メッセージ108の
サイズを確認する。セル更新メッセージのサイズがしきい値を上回る場合、IE除去構成要
素106は、「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のためのサポート」IEを、セル
更新メッセージから除去する。「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のための
サポート」IEがセル更新メッセージから除去された後、セル更新メッセージのサイズが確
認される。
【００２７】
　一態様では、「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のためのサポート」IEが
セル更新メッセージから除去され、セル更新メッセージのサイズがしきい値を上回ると判
断されると、呼タイプ判断構成要素206は、セル更新メッセージをトリガしたセル更新手
順が、回線交換(CS)呼により開始されるかどうかを、たとえば、セル更新手順からの情報
に基づいて判断するように構成され得る。呼タイプ判断構成要素206が、セル更新メッセ
ージがCS呼によりトリガされると判断する場合、IE除去構成要素106は、「CELL_FACHにお
けるHS-PDSCH」IE、「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、「共通E-DCHのサポート」IE、「
MAC-i/isのサポート」IE、および「SPS動作のサポート」IEのうちの1つまたは複数を、セ
ル更新メッセージから除去または除外する。
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【００２８】
　別の態様では、呼タイプ判断構成要素206は、セル更新メッセージをトリガしたセル更
新手順が、パケット交換(PS)呼により開始されるかどうかを、たとえば、セル更新手順か
らの情報に基づいて判断するように構成され得る。呼タイプ判断構成要素206が、セル更
新メッセージがPS呼によりトリガされると判断する場合、呼タイプ判断構成要素206は、
セル更新メッセージが送られている先のネットワークエンティティ110がCELL_FACHモード
においてHS-DSCHをサポートするかどうかをさらに判断する。呼タイプ判断構成要素206が
、ネットワークエンティティ110がCELL_FACHモードにおいてHS-DSCHをサポートしないと
判断する場合、IE除去構成要素106は、「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、「共通E-DCH
のサポート」IE、「MAC-i/isのサポート」IE、「SPS動作のサポート」IE、および「制御
チャネルDRX動作のサポート」IEのうちの1つまたは複数を、セル更新メッセージから除去
または除外する。
【００２９】
　追加または代替の態様では、呼タイプ判断構成要素206が、セル更新メッセージがPS呼
によりトリガされると判断するとき、呼タイプ判断構成要素206は、セル更新メッセージ
が送られている先のネットワークエンティティ110がCELL_FACHモードにおいて拡張アップ
リンクをサポートするかどうかをさらに判断する。呼タイプ判断構成要素206が、ネット
ワークエンティティ110がCELL_FACHモードにおいて拡張アップリンクをサポートしないと
判断する場合、IE除去構成要素106は、「HS-DSCH DRX動作のサポート」IE、「共通E-DCH
のサポート」IE、「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、「MAC-i/isのサポート」IE、「SPS
動作のサポート」IE、および「制御チャネルDRX動作のサポート」IEを、セル更新メッセ
ージから除去または除外する。
【００３０】
　一態様では、領域ステータス判断構成要素208は、回線交換領域が非アクティブである
か、パケット交換領域が非アクティブであるかを判断する。領域ステータス判断構成要素
208が、回線交換領域が非アクティブであると判断するとき、非アクティブ領域に関連付
けられたIEは必要とされなくてもよいので、回線交換領域のための「START値」IEが、セ
ル更新メッセージから除去または除外される。領域ステータス判断構成要素208が、パケ
ット交換領域が非アクティブであると判断するとき、パケット交換領域のための「START
値」IEが、セル更新メッセージから除去または除外される。
【００３１】
　一態様では、確立原因判断構成要素210は、確立原因IEがセル更新メッセージ中に含ま
れるかどうかを判断し得る。確立原因IEが含まれる場合、IE除去構成要素106は、確立原
因IEをセル更新メッセージから除去または除外し得る。加えて、セル更新メッセージがな
お、しきい値を上回る場合、UEは、アイドルモードに移行し得る。
【００３２】
　一態様では、IEがセル更新メッセージから除去される順序は、ネットワークエンティテ
ィ110のネットワークオペレータによって事前決定または事前構成され得る。加えて、上
記で説明したUE102および/またはセル更新メッセージ構成マネージャ104(図1および図2)
の機能的態様および/または構造は、ユーザ機器においてセル更新メッセージを動的に構
成して、UE102および/またはネットワークエンティティ110の性能を向上させるために利
用され得る。
【００３３】
　図3は、ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセージを動的に構成するための例示的な
方法300を示す。
【００３４】
　一態様では、ブロック302で、方法300は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における
測定結果」情報要素(IE)がセル更新メッセージから除外された後、UEにおけるセル更新メ
ッセージのサイズがしきい値を上回ると判断することを含み得る。たとえば、一態様では
、UE102、および/またはセル更新メッセージ構成マネージャ104、および/またはセル更新
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メッセージサイズ判断構成要素202は、「RACHにおける測定結果」IE110がセル更新メッセ
ージから除去された後、セル更新メッセージのサイズがしきい値を上回ると判断し得る。
【００３５】
　一態様では、ブロック304で、方法300は、セル更新メッセージのサイズがしきい値以下
になるまで、セル更新メッセージから1つまたは複数のIEを除去することを含み得る。た
とえば、一態様では、UE102、および/またはセル更新メッセージ構成マネージャ104、お
よび/または情報要素(IE)除去構成要素106は、セル更新メッセージのサイズがしきい値以
下になるまで、セル更新メッセージから1つまたは複数のIEを除去し得る。
【００３６】
　例示的な態様では、セル更新メッセージから除去されるべき1つまたは複数のIEは、上
記の図2において説明したような「URA_PCHおよびCELL_PCHにおける2つのDRX方式のための
サポート」IE、「CELL_FACHにおける高速物理ダウンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)」IE
、「高速ダウンリンク共有チャネル(HS-DSCH)DRX動作のサポート」IE、「共通拡張アップ
リンク専用チャネル(E-DCH)のサポート」IE、「媒体アクセス制御(MAC)-i/isのサポート
」IE、「半永続的スケジューリング(SPS)動作のサポート」IE、「制御チャネル間欠受信(
DRX)動作のサポート」IE、「CELL_FACHにおけるHS-PDSCH」IE、非アクティブ領域のため
の「START値」IE、および「確立原因」IEを含むリストから選択され得る。セル更新メッ
セージ構成マネージャ104は、上記で説明したようなIEを除去することによって、セル更
新メッセージを動的に構成する。
【００３７】
　図4を参照すると、ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセージを動的に構成するため
の例示的なシステム400が表示される。たとえば、システム400は、UE102(図1)内に少なく
とも部分的に存在し得る。システム400は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの
組合せ(たとえば、ファームウェア)によって実施される機能を表す機能ブロックであり得
る、機能ブロックを含むものとして表されていることを諒解されたい。システム400は、
連携して動作することができる電気的構成要素の論理グルーピング402を含む。たとえば
、論理グルーピング402は、「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報
要素(IE)がセル更新メッセージから除外された後、UEにおけるセル更新メッセージのサイ
ズがしきい値を上回ると判断するための電気的構成要素404を含み得る。一態様では、電
気的構成要素404は、セル更新メッセージサイズ判断構成要素202(図2)を備え得る。
【００３８】
　加えて、論理グルーピング402は、セル更新メッセージのサイズがしきい値以下になる
まで、セル更新メッセージから1つまたは複数のIEを除去するための電気的構成要素406を
含み得る。一態様では、電気的構成要素は、情報要素除去構成要素106(図1および図2)を
含み得る。
【００３９】
　さらに、システム400は、電気的構成要素404および406に関連付けられた機能を実行す
るための命令を保持し、電気的構成要素404および406によって使用または取得されるデー
タを記憶する、メモリ408を含み得る。メモリ408の外部にあるものとして示されているが
、電気的構成要素404および406のうちの1つまたは複数は、メモリ408内に存在し得ること
を理解されたい。一例では、電気的構成要素404および406は、少なくとも1つのプロセッ
サを含むことができ、または各電気的構成要素404および406は、少なくとも1つのプロセ
ッサの対応するモジュールとすることができる。その上、追加または代替の例では、電気
的構成要素404および406は、コンピュータ可読記録媒体を含むコンピュータプログラム製
品とすることができ、各電気的構成要素404および406は、対応するコードとすることがで
きる。
【００４０】
　図5を参照すると、一態様では、UE102、またはネットワークエンティティ110(図1)のい
ずれかは、特別にプログラムまたは構成されたコンピュータデバイス500によって表され
得る。UE実装形態の一態様(たとえば、図1のUE102)では、コンピュータデバイス500は、
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特別にプログラムされたコンピュータ可読命令もしくはコード、ファームウェア、ハード
ウェア、またはそれらの何らかの組合せなどにおいて、セル更新メッセージ構成マネージ
ャ104、および/または情報要素(IE)除去構成要素106(図1および図2)を含み得る。コンピ
ュータデバイス500は、本明細書で説明する構成要素および機能のうちの1つまたは複数に
関連する処理機能を実行するためのプロセッサ502を含む。プロセッサ502は、単一のプロ
セッサもしくは複数組のプロセッサ、またはマルチコアプロセッサを含むことができる。
さらに、プロセッサ502は、統合処理システムおよび/または分散処理システムとして実装
されてもよい。
【００４１】
　コンピュータデバイス500は、本明細書で使用するデータ、および/または、プロセッサ
502によって実行されるアプリケーションのローカルバージョンを記憶するためなどの、
メモリ504をさらに含む。メモリ504は、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メモ
リ(ROM)、テープ、磁気ディスク、光ディスク、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、および
それらの任意の組合せなど、コンピュータが使用できる任意のタイプのメモリを含むこと
ができる。
【００４２】
　さらに、コンピュータデバイス500は、本明細書で説明するように、ハードウェア、ソ
フトウェア、およびサービスを利用して、1つまたは複数の相手との通信を確立し維持す
ることを可能にする通信構成要素506を含む。通信構成要素506は、コンピュータデバイス
500上の構成要素間、ならびにコンピュータデバイス500と、通信ネットワーク上に位置す
るデバイスおよび/またはコンピュータデバイス500にシリアル接続もしくはローカル接続
されたデバイスなどの外部デバイスとの間の通信を搬送し得る。たとえば、通信構成要素
506は、1つまたは複数のバスを含んでもよく、外部デバイスとのインターフェースをとる
ように動作可能な、送信機および受信機にそれぞれ関連付けられる送信チェーン構成要素
および受信チェーン構成要素、またはトランシーバをさらに含んでもよい。追加の態様で
は、通信構成要素506は、1つまたは複数の加入者ネットワークから1つまたは複数のペー
ジを受信するように構成され得る。さらなる態様では、そのようなページは、第2の加入
に対応することができ、第1の技術タイプの通信サービスを介して受信され得る。
【００４３】
　さらに、コンピュータデバイス500は、本明細書で説明する態様に関して採用される情
報、データベース、およびプログラムの大容量記憶を可能にするハードウェアおよび/ま
たはソフトウェアの任意の適切な組合せであり得るデータストア508をさらに含んでもよ
い。たとえば、データストア508は、プロセッサ502および/または任意のしきい値もしく
はフィンガー位置値によって現在実行されていないアプリケーション用のデータリポジト
リであり得る。
【００４４】
　コンピュータデバイス500は、コンピュータデバイス500のユーザからの入力を受信する
ように動作可能であり、ユーザへの提示のための出力を生成するようにさらに動作可能な
ユーザインターフェース構成要素510をさらに含み得る。ユーザインターフェース構成要
素510は、限定はしないが、キーボード、ナンバーパッド、マウス、タッチセンシティブ
ディスプレイ、ナビゲーションキー、ファンクションキー、マイクロフォン、音声認識構
成要素、ユーザからの入力を受信することが可能な任意の他の機構、またはそれらの任意
の組合せを含む1つまたは複数の入力デバイスを含み得る。さらに、ユーザインターフェ
ース構成要素510は、限定はしないが、ディスプレイ、スピーカー、触覚フィードバック
機構、プリンタ、ユーザに出力を提示することが可能な任意の他の機構、またはそれらの
任意の組合せを含む1つまたは複数の出力デバイスを含み得る。
【００４５】
　図6は、セル更新メッセージ構成マネージャ104、および/または情報要素(IE)除去構成
要素106(図1および図2)を含む、ユーザ機器(UE)においてセル更新メッセージを動的に構
成するための方法など、本開示の態様を実行するための処理システム614を使用する装置6
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00のハードウェア実装形態の一例を示すブロック図である。この例では、処理システム61
4は、バス602によって概略的に表されるバスアーキテクチャで実装され得る。バス602は
、処理システム614の具体的な用途および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続するバスおよびブリッジを含み得る。バス602は、プロセッサ604によって概略的に表さ
れる1つまたは複数のプロセッサと、コンピュータ可読記録媒体606によって概略的に表さ
れるコンピュータ可読記録媒体と、限定はしないが、セル更新メッセージ構成マネージャ
104(図1および図2)など、本明細書で説明する1つまたは複数の構成要素とを含む、様々な
回路を互いにリンクさせる。バス602は、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、お
よび電力管理回路など、様々な他の回路をリンクさせることもでき、これらの回路は当技
術分野でよく知られており、したがって、これ以上は説明しない。バスインターフェース
608は、バス602とトランシーバ610との間にインターフェースを提供する。トランシーバ6
10は、送信媒体上の様々な他の装置と通信するための手段を提供する。また、装置の性質
に応じて、ユーザインターフェース612(たとえば、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ
ー、マイクロフォン、ジョイスティックなど)が設けられてもよい。
【００４６】
　プロセッサ604は、バス602の管理、およびコンピュータ可読記録媒体606上に記憶され
たソフトウェアの実行を含む全般的な処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ604によ
って実行されると、任意の特定の装置の以下で説明する様々な機能を処理システム614に
実行させる。コンピュータ可読記録媒体606は、ソフトウェアを実行するとき、プロセッ
サ604によって操作されるデータを記憶するためにも使用され得る。
【００４７】
　本開示全体にわたって提示される様々な概念は、広範な電気通信システム、ネットワー
クアーキテクチャ、および通信規格にわたって実装され得る。限定ではなく例として、図
7に示す本開示の態様は、W-CDMA(登録商標)エアインターフェースを利用するUMTSシステ
ム700に関して示されており、図1および図2のセル更新メッセージ構成マネージャ104、お
よび/または情報要素(IE)除去構成要素106の一態様を実行する、UE102を含み得る。UMTS
ネットワークは、コアネットワーク(CN)704、UMTS Terrestrial Radio Access Network(U
TRAN)702、およびUE710の3つの相互作用する領域を含む。一態様では、上記のように、UE
710は、UE102(図1)であってもよく、たとえば、セル更新メッセージ構成マネージャ104に
よってセル更新メッセージを動的に構成することを含む、その機能を実行するように構成
され得る。さらに、UTRAN702は、RATネットワークエンティティ110(図1)を含んでもよく
、この場合、ノードB708のそれぞれのものであり得る。この例では、UTRAN702は、電話、
ビデオ、データ、メッセージング、放送、および/または他のサービスを含む様々なワイ
ヤレスサービスを提供する。UTRAN702は、無線ネットワークコントローラ(RNC)706などの
それぞれのRNCによって各々制御される、無線ネットワークサブシステム(RNS)707などの
複数のRNSを含み得る。ここで、UTRAN702は、本明細書で説明するRNC706およびRNS707に
加えて、任意の数のRNC706およびRNS707を含むことができる。RNC706は、とりわけ、RNS7
07内の無線リソースを割り当て、再構成し、解放することを受け持つ装置である。RNC706
は、任意の適切なトランスポートネットワークを使用する、直接の物理接続、仮想ネット
ワークなど様々なタイプのインターフェースを介して、UTRAN702中の他のRNC(図示せず)
に相互接続され得る。
【００４８】
　UE710とノードB708との間の通信は、物理(PHY)層および媒体アクセス制御(MAC)層を含
むものと見なされ得る。さらに、それぞれのノードB708によるUE710とRNC706との間の通
信は、無線リソース制御(RRC)層を含むものと見なされ得る。本明細書では、PHY層は、層
1と見なされ、MAC層は、層7と見なされ、RRC層は、層3と見なされ得る。本明細書の以下
の情報は、参照により本明細書に組み込まれるRRC Protocol Specification、3GPP TS 75
.331 v9.1.0に述べられている用語を利用する。
【００４９】
　RNS707によってカバーされる地理的領域は、いくつかのセルに分割されてよく、無線ト
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ランシーバ装置が各セルにサービスする。無線トランシーバ装置は、通常、UMTS用途では
ノードBと呼ばれるが、当業者によって、基地局(BS)、トランシーバ基地局(BTS)、無線基
地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット(BSS)、拡張サービス
セット(ESS)、アクセスポイント(AP)、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることも
ある。明快にするために、各RNS707に3つのノードB708が示されているが、RNS707は、任
意の数のワイヤレスノードBを含んでもよい。ノードB708は、ワイヤレスアクセスポイン
トを、UE102または710など、任意の数のモバイル装置のためのCN704に提供し、図1のマク
ロセルネットワークエンティティ110、または任意のフェムトセルネットワークエンティ
ティ110であり得る。モバイル装置の例には、携帯電話、スマートフォン、セッション開
始プロトコル(SIP)電話、ラップトップ、ノートブック、ネットブック、スマートブック
、携帯情報端末(PDA)、衛星ラジオ、全地球測位システム(GPS)デバイス、マルチメディア
デバイス、ビデオ装置、デジタルオーディオプレーヤ(たとえば、MP3プレーヤなど)、カ
メラ、ゲーム機、または任意の他の類似の機能デバイスなどがある。この場合のモバイル
装置は、通常、UMTS用途ではUEと呼ばれるが、当業者によって、移動局、加入者局、モバ
イルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバ
イス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入
者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、端
末、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適
切な用語で呼ばれることもある。
【００５０】
　UMTSシステムでは、UE710は、ネットワークへのユーザの加入情報を含む汎用加入者識
別モジュール(USIM)711をさらに含み得る。説明のために、1つのUE710がいくつかのノー
ドB708と通信しているように示される。順方向リンクとも呼ばれるDLは、ノードB708から
UE710への通信リンクを指し、逆方向リンクとも呼ばれるULは、UE710からノードB708への
通信リンクを指す。
【００５１】
　CN704は、UTRAN702など、1つまたは複数のアクセスネットワークとインターフェースを
とる。図示のように、CN704は、GSM(登録商標)コアネットワークである。しかしながら、
当業者が認識するように、GSM(登録商標)ネットワーク以外のタイプのCNへのアクセスをU
Eに提供するために、本開示全体にわたって提示される様々な概念を、RANまたは他の適切
なアクセスネットワークにおいて実装することができる。
【００５２】
　CN704は、回線交換(CS)領域およびパケット交換(PS)領域を含む。回線交換要素のいく
つかは、モバイルサービス交換センター(MSC)、ビジターロケーションレジスタ(VLR)、お
よびゲートウェイMSCである。パケット交換要素は、サービングGPRSサポートノード(SGSN
)、およびゲートウェイGPRSサポートノード(GGSN)を含む。EIR、HLR、VLR、およびAuCの
ようないくつかのネットワーク要素は、回線交換領域とパケット交換領域の両方によって
共有され得る。図示の例では、CN704は、MSC712およびGMSC714によって回線交換サービス
をサポートする。いくつかの用途では、GMSC714は、メディアゲートウェイ(MGW)とも呼ば
れ得る。RNC706などの1つまたは複数のRNCが、MSC712に接続され得る。MSC712は、呼設定
、呼ルーティング、およびUEモビリティ機能を制御する装置である。MSC712は、UEがMSC7
12のカバレージエリア内にある間に加入者関連の情報を格納するVLRも含む。GMSC714は、
UEが回線交換ネットワーク716にアクセスするためのゲートウェイを、MSC712を通じて提
供する。GMSC714は、特定のユーザが加入したサービスの詳細を反映するデータのような
加入者データを格納する、ホームロケーションレジスタ(HLR)715を含む。HLRは、加入者
に固有の認証データを格納する、認証センター(AuC)にも関連付けられている。特定のUE
について、呼が受信されると、GMSC714は、UEの位置を決定するためにHLR715に問い合わ
せ、その位置をサービスする特定のMSCに呼を転送する。
【００５３】
　CN704はまた、サービングGPRSサポートノード(SGSN)718およびゲートウェイGPRSサポー
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トノード(GGSN)720によって、パケットデータサービスをサポートする。汎用パケット無
線サービスを表すGPRSは、標準の回線交換データサービスで可能なものよりも速い速度で
パケットデータサービスを提供するよう設計されている。GGSN720は、パケットベースネ
ットワーク722へのUTRAN702の接続を提供する。パケットベースネットワーク722は、イン
ターネット、プライベートデータネットワーク、または何らかの他の適切なパケットベー
スネットワークであってもよい。GGSN720の主要機能は、UE710にパケットベースネットワ
ーク接続を提供することである。データパケットは、MSC712が回線交換領域において実行
するのと同じ機能をパケットベース領域において主に実行するSGSN718を介して、GGSN720
とUE710との間で転送され得る。
【００５４】
　UMTSのエアインターフェースは、スペクトラム拡散直接シーケンス符号分割多元接続(D
S-CDMA)システムを利用することができる。スペクトラム拡散DS-CDMAは、チップと呼ばれ
る一連の疑似ランダムビットとの乗算によって、ユーザデータを拡散させる。UMTSの「広
帯域」W-CDMA(登録商標)エアインターフェースは、そのような直接シーケンススペクトラ
ム拡散技術に基づいており、さらに周波数分割複信(FDD)を必要とする。FDDは、ノードB7
08とUE710との間のULおよびDLに異なるキャリア周波数を使用する。DS-CDMAを利用し、時
分割複信(TDD)を使用するUMTSの別のエアインターフェースは、TD-SCDMAエアインターフ
ェースである。本明細書で説明される様々な例は、W-CDMA(登録商標)エアインターフェー
スを指し得るが、基礎をなす原理はTD-SCDMAエアインターフェースに等しく適用可能であ
り得ることを、当業者は理解するだろう。
【００５５】
　HSPAエアインターフェースは、スループットの向上および遅延の低減を支援する、3G/W
-CDMA(登録商標)エアインターフェースに対する一連の拡張を含む。前のリリースに対す
る他の修正には、HSPAが、ハイブリッド自動再送要求(HARQ)、チャネル送信の共有、なら
びに適応変調および適応符号化を利用することがある。HSPAを定義する規格は、HSDPA(高
速ダウンリンクパケットアクセス)およびHSUPA(高速アップリンクパケットアクセス、拡
張アップリンクまたはEULとも呼ばれる)を含む。
【００５６】
　HSDPAは、高速ダウンリンク共有チャネル(HS-DSCH)を、トランスポートチャネルとして
利用する。HS-DSCHは、高速物理ダウンリンク共有チャネル(HS-PDSCH)、高速共有制御チ
ャネル(HS-SCCH)、および高速専用物理制御チャネル(HS-DPCCH)という、3つの物理チャネ
ルによって実装される。
【００５７】
　これらの物理チャネルの中でも、HS-DPCCHは、対応するパケット送信の復号が成功した
かどうかを示すための、HARQ ACK/NACKシグナリングをアップリンクで搬送する。すなわ
ち、ダウンリンクに関して、UE710は、ダウンリンク上のパケットを正常に復号したかど
うかを示すために、HS-DPCCHを通じてフィードバックをノードB708に与える。
【００５８】
　HS-DPCCHはさらに、変調方式と符号化方式の選択、およびプリコーディングの重みの選
択に関して、ノードB708が正しい決定を行うのを支援するための、UE710からのフィード
バックシグナリングを含み、このフィードバックシグナリングはCQIおよびPCIを含む。
【００５９】
　HSPA EvolvedまたはHSPA+は、MIMOおよび64-QAMを含むHSPA規格の進化形であり、スル
ープットの増大およびパフォーマンスの向上を可能にする。すなわち、本開示の一態様で
は、ノードB708および/またはUE710は、MIMO技術をサポートする複数のアンテナを有し得
る。MIMO技術の使用により、ノードB708は空間領域を活用して、空間多重化、ビームフォ
ーミング、および送信ダイバーシティをサポートすることができる。
【００６０】
　多入力多出力(MIMO)は、マルチアンテナ技術、すなわち複数の送信アンテナ(チャネル
への複数の入力)および複数の受信アンテナ(チャネルからの複数の出力)を指すために一
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般に使用される用語である。MIMOシステムは一般にデータ伝送性能を高め、ダイバーシテ
ィ利得がマルチパスフェージングを低減させて伝送品質を高めること、および空間多重化
利得がデータスループットを向上させることを可能にする。
【００６１】
　空間多重化は、同じ周波数で同時に様々なデータストリームを送信するために使用され
得る。データストリームは、データレートを上げるために単一のUE710に送信されてよく
、または全体的なシステム容量を拡大するために複数のUE710に送信されてもよい。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし、次いで空間的にプリコーディン
グされた各ストリームをダウンリンクで異なる送信アンテナを介して送信することによっ
て達成される。空間的にプリコーディングされたデータストリームは、様々な空間シグネ
チャを伴いUE710に到着し、これによりUE710の各々は、当該UE710に向けられた1つまたは
複数のデータストリームを回復することができる。アップリンク上では、各UE710は、1つ
または複数の空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信することができ、
これによりノードB708は空間的にプリコーディングされた各データストリームのソースを
識別することができる。
【００６２】
　空間多重化は、チャネル状態が良好なときに使用され得る。チャネル状態がさほど好ま
しくないときは、ビームフォーミングを使用して送信エネルギーを1つもしくは複数の方
向に集中させること、またはチャネルの特性に基づいて送信を改善することができる。こ
れは、複数のアンテナを介して送信するデータストリームを空間的にプリコーディングす
ることによって達成できる。セルの端において良好なカバレージを達成するために、シン
グルストリームビームフォーミング伝送を送信ダイバーシティと組み合わせて使用できる
。
【００６３】
　一般に、n個の送信アンテナを利用するMIMOシステムの場合、同じチャネル化コードを
利用して同じキャリアでn個のトランスポートブロックが同時に送信され得る。n個の送信
アンテナで送られる異なるトランスポートブロックは、互いに同じまたは異なる変調方式
および符号化方式を有し得ることに留意されたい。
【００６４】
　一方、単入力多出力(SIMO)は一般に、単一の送信アンテナ(チャネルへの単一の入力)お
よび複数の受信アンテナ(チャネルからの複数の出力)を利用するシステムを指す。それに
よって、SIMOシステムでは、単一のトランスポートブロックがそれぞれのキャリアで送ら
れる。
【００６５】
　図8を参照すると、UTRANアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク800が示されて
おり、検出済みセルのための再選択パラメータを判断するために、セル更新メッセージ構
成マネージャ104、および/または情報要素(IE)除去構成要素106(図1および図2)を含むよ
うに構成された、1つまたは複数のUEを含み得る。多元接続ワイヤレス通信システムは、
セル802、804、および806を含む複数のセルラー領域(セル)を含み、セルの各々は、1つま
たは複数のセクタを含み得る。複数のセクタはアンテナのグループによって形成されてよ
く、各々のアンテナがセルの一部にあるUEとの通信を担う。たとえば、セル802において
、アンテナグループ812、814、および816は、各々異なるセクタに対応し得る。セル804に
おいて、アンテナグループ818、820、および822は、各々異なるセクタに対応する。セル8
06において、アンテナグループ824、826、および828は、各々異なるセクタに対応する。
セル802、804、および806は、各セル802、804、または806の1つまたは複数のセクタと通
信していてもよい、いくつかのワイヤレス通信デバイス、たとえば図1の再選択マネージ
ャ105を含む、たとえばユーザ機器またはUEを含み得る。たとえば、UE830および832は、
ノードB842と通信していてもよく、UE834および836は、ノードB844と通信していてもよく
、かつUE838および840は、ノードB846と通信していてもよい。ここで、各ノードB842、84
4、846は、それぞれのセル802、804、および806の中のすべてのUE830、832、834、836、8
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38、840に、CN704(図7)へのアクセスポイントを提供するように構成される。加えて、各
ノードB842、844、846、およびUE830、832、834、836、838、840は、図1のUE102であって
もよく、本明細書で概説した方法を実行し得る。
【００６６】
　UE834がセル804における図示された位置からセル806に移動するとき、サービングセル
変更(SCC)またはハンドオーバが生じて、UE834との通信が、ソースセルと呼ばれ得るセル
804からターゲットセルと呼ばれ得るセル806に移行することがある。UE834において、そ
れぞれのセルに対応するノードBにおいて、無線ネットワークコントローラ706(図7)にお
いて、またはワイヤレスネットワークにおける別の適切なノードにおいて、ハンドオーバ
手順の管理が生じ得る。たとえば、ソースセル804との呼の間、または任意の他の時間に
おいて、UE834は、ソースセル804の様々なパラメータ、ならびに、セル806および802のよ
うな近隣セルの様々なパラメータを監視することができる。さらに、これらのパラメータ
の品質に応じて、UE834は、近隣セルの1つまたは複数との通信を保つことができる。この
期間において、UE834は、UE834が同時に接続されるセルのリストであるアクティブセット
を保持することができる(たとえば、ダウンリンク専用物理チャネルDPCHまたはフラクシ
ョナルダウンリンク専用物理チャネルF-DPCHを現在UE834に割り当てているUTRAセルが、
アクティブセットを構成し得る)。いずれの場合も、UE834は、本明細書で説明する再選択
動作を実行するために、再選択マネージャ104を実行し得る。
【００６７】
　さらに、アクセスネットワーク700によって用いられる変調方式および多元接続方式は
、導入されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。例として、規格は、Evolutio
n-Data Optimized(EV-DO)またはUltra Mobile Broadband(UMB)を含み得る。EV-DOおよびU
MBは、CDMA2000規格ファミリーの一部として第3世代パートナーシッププロジェクト2(3GP
P2)によって公表されたエアインターフェース規格であり、CDMAを用いて移動局にブロー
ドバンドインターネットアクセスを提供する。規格は代替的に、広帯域CDMA(W-CDMA(登録
商標))およびTD-SCDMAなどのCDMAの他の変形態を用いるUniversal Terrestrial Radio Ac
cess(UTRA)、TDMAを用いるモバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))、ならび
にOFDMAを用いるEvolved UTRA(E-UTRA)、Ultra Mobile Broadband(UMB)、IEEE 802.11(Wi
-Fi)、IEEE 802.16(WiMAX)、IEEE 802.20、およびFlash-OFDMであり得る。UTRA、E-UTRA
、UMTS、LTE、LTE Advanced、およびGSM(登録商標)は、3GPP団体による文書に記述されて
いる。CDMA2000およびUMBは、3GPP2団体による文書に記述されている。実際の利用される
ワイヤレス通信規格、多元接続技術は、具体的な用途およびシステムに課される全体的な
設計制約に依存する。
【００６８】
　無線プロトコルアーキテクチャは、特定の用途に応じて様々な形態を取り得る。ここで
HSPAシステムに関する一例を、図9を参照して提示する。図9は、ユーザプレーンおよび制
御プレーンの無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す概念図である。
【００６９】
　図9を参照すると、UE、たとえば、セル更新メッセージを動的に構成するために、セル
更新メッセージ構成マネージャ104、および/または情報要素(IE)除去構成要素106(図1お
よび図2)を含むように構成された、図1のUE102、ならびに、ノードBの、無線プロトコル
アーキテクチャは、層1、層2、および層3という3つの層で示される。層1は最下層であり
、様々な物理層の信号処理機能を実装する。層1は本明細書において物理層906と呼ばれる
。層2(L2層)908は、物理層906の上にあり、物理層906を通じたUEとノードBとの間のリン
クを担う。
【００７０】
　ユーザプレーンでは、L2層908は、媒体アクセス制御(MAC)サブレイヤ910、無線リンク
制御(RLC)サブレイヤ912、およびパケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)サブ
レイヤ914を含み、これらはネットワーク側のノードBで終端する。図示されていないが、
UEは、ネットワーク側のPDNゲートウェイで終端するネットワーク層(たとえばIP層)と、
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接続の他の端部(たとえば、遠端のUE、サーバなど)で終端するアプリケーション層とを含
めて、L2層908より上にいくつかの上位層を有し得る。
【００７１】
　PDCPサブレイヤ914は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化を行う。PDCP
サブレイヤ914はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減するための上位層データパケッ
トのヘッダ圧縮、データパケットの暗号化によるセキュリティ、および、ノードB間のUE
のハンドオーバのサポートを実現する。RLCサブレイヤ912は、上位層のデータパケットの
セグメント化および再構築、失われたデータパケットの再送信、ならびに、ハイブリッド
自動再送要求(HARQ)による順序の狂った受信を補償するためのデータパケットの再順序付
けを行う。MACサブレイヤ910は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化
を行う。MACサブレイヤ910はまた、1つのセル中の様々な無線リソース(たとえばリソース
ブロック)をUE間で割り振ることも担う。MACサブレイヤ910はまた、HARQ動作も担う。
【００７２】
　制御プレーンでは、UEおよびeNBの無線プロトコルアーキテクチャは、制御プレーンの
ヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理層906およびL2層908に関して実質的に同じであ
る。制御プレーンはまた、層3(L3層)中に無線リソース制御(RRC)サブレイヤ916を含む。R
RCサブレイヤ916は、無線リソース(すなわち、無線ベアラ)を取得すること、およびeNBと
UEとの間のRRCシグナリングを使用して下位層を構成することを担う。
【００７３】
　本開示の様々な態様によれば、要素、または要素の任意の一部分、または要素の任意の
組合せは、1つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」で実装され得る。プロセ
ッサの例として、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ
(DSP)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル論理デバイス(PL
D)、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明さ
れる様々な機能を実行するように構成された他の適切なハードウェアがある。処理システ
ム内の1つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行することができる。ソフトウ
ェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語と呼ばれるか、他の名称で呼ばれるかを問わず、命令、命令セット、コード、コ
ードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュ
ール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ル
ーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、手順、機能な
どを意味するよう広く解釈されるべきである。ソフトウェアはコンピュータ可読記録媒体
上に常駐し得る。コンピュータ可読記録媒体は、非一時的コンピュータ可読記録媒体であ
ってよい。非一時的コンピュータ可読記録媒体は、例として、磁気記憶デバイス(たとえ
ば、ハードディスク、フロッピー(登録商標)ディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(た
とえば、コンパクトディスク(CD)、デジタル多用途ディスク(DVD))、スマートカード、フ
ラッシュメモリデバイス(たとえば、カード、スティック、キードライブ)、ランダムアク
セスメモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EP
ROM)、電気的消去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、リムーバブルディスク、ならびに、コン
ピュータがアクセスし読み取ることができるソフトウェアおよび/または命令を記憶する
ための任意の他の適切な媒体を含む。また、コンピュータ可読記録媒体は、例として、搬
送波、伝送路、ならびに、コンピュータがアクセスし読み取ることができるソフトウェア
および/または命令を送信するための任意の他の適切な媒体も含み得る。コンピュータ可
読記録
媒体は、処理システムの中に存在してもよく、処理システムの外に存在してもよく、また
は処理システムを含む複数のエンティティに分散してもよい。コンピュータ可読記録媒体
は、コンピュータプログラム製品で具現化され得る。例として、コンピュータプログラム
製品は、パッケージング材料内のコンピュータ可読記録媒体を含み得る。当業者は、具体
的な用途およびシステム全体に課される全体的な設計制約に応じて、本開示全体にわたっ
て示される説明する機能を最善の形で実装する方法を認識するだろう。
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【００７４】
　開示した方法におけるステップの特定の順序または階層は例示的なプロセスを示してい
ることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、方法におけるステップの特定の順序ま
たは階層は再構成可能であることを理解されたい。添付の方法クレームは、サンプル的順
序で様々なステップの要素を提示しており、クレーム内で明記していない限り、提示した
特定の順序または階層に限定されるように意図されているわけではない。
【００７５】
　上記の説明は、本明細書で説明する様々な態様を当業者が実施できるようにするために
与えられる。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書で
定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、請求項は本明細書で示す態
様に限定されるよう意図されているわけではなく、請求項の文言と整合するすべての範囲
を許容するように意図されており、単数の要素への言及は、そのように明記されていない
限り、「唯一無二の」ではなく、「1つまたは複数の」を意味するよう意図されている。
別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は「1つまたは複数の」を意味
する。項目の列挙「のうちの少なくとも1つ」という語句は、単一の要素を含め、それら
の項目の任意の組合せを指す。一例として、「a、bまたはcのうちの少なくとも1つ」は、
「a」、「b」、「c」、「aおよびb」、「aおよびc」、「bおよびc」、「a、bおよびc」を
含むことが意図されている。当業者が知っているか、後に知ることになる、本開示全体に
わたって説明された様々な態様の要素と構造的かつ機能的に同等のものはすべて、参照に
より本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されることが意図される
。その上、本明細書で開示する内容は、そのような開示が特許請求の範囲で明記されてい
るか否かにかかわりなく、公に供することは意図されていない。請求項のいかなる要素も
、「のための手段」という語句を使用して要素が明記されている場合、または方法クレー
ムで「のためのステップ」という語句を使用して要素が記載されている場合を除き、米国
特許法第112条第6項の規定に基づき解釈されることはない。
【符号の説明】
【００７６】
　　100　ワイヤレス通信システム、システム
　　102、710、830、832、834、836、838、840　ユーザ機器(UE)
　　104　セル更新メッセージ構成マネージャ
　　106　情報要素(IE)除去構成要素
　　108　セル更新メッセージ
　　110　ネットワークエンティティ、RATネットワークエンティティ、マクロセルネット
ワークエンティティ、フェムトセルネットワークエンティティ
　　110　「ランダムアクセスチャネル(RACH)における測定結果」情報要素(IE)
　　112、114　オーバージエアリンク、リンク
　　112　追加の情報要素、追加のIE
　　202　セル更新メッセージサイズ判断構成要素
　　206　呼タイプ判断構成要素
　　208　領域ステータス判断構成要素
　　210　確立原因判断構成要素
　　400　システム
　　402　論理グルーピング
　　404、406　電気的構成要素
　　408　メモリ
　　500　コンピュータデバイス
　　506　通信構成要素
　　600　装置
　　602　バス
　　604　プロセッサ
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　　606　コンピュータ可読記録媒体
　　614　処理システム
　　700　UMTSシステム
　　702　UMTS Terrestrial Radio Access Network(UTRAN)
　　704　コアネットワーク(CN)
　　708、842、844、846　ノードB
　　800　アクセスネットワーク
　　906　物理層
　　908　L2層
　　916　無線リソース制御(RRC)サブレイヤ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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